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令和５年度 学校評価（自己評価） 星 が 丘 幼 稚 園

在職記入者 ２１名 平均勤続年数 ８．６年

☆ 今年度の本園教育活動における評価。
＜５大変良い ４良い ３普通 ２不十分 １悪い ＞

No 項 目 評 価 評価の補足・反省・今後に向けて等（記述）

１ 日 頃 よ り 、 本 園 の 教 ・出勤時、教育目標を唱える様にし、毎日取り組む事が出来
育 目 標 を 唱 え 、 意 識 ５ ４ ３ ２ １ た。又、『３つの目標』を軸にし、意識しながら、日々の
を 持 っ て 、 教 育 活 動 活動を取り組んだ。
に取り組めたか。 ・教育目標に沿って、日頃の保育が出来る様、努めた。

・今年度は、出勤時に職員室で「教育目標」を声に出して唱
える事が習慣化した。

・他の教職員の唱える声も耳にすることで、より、意識して、
日々の取り組みで実践した。その成果が、学年の園児の成
長に繋がっていると感じる。

・出勤時に教育目標を声に出す様になってから、『幼稚園教
育で目指している事（特に、思いやりのある子どもの育成
に関して）』を改めて認識する事が出来たと感じている。

・教育目標は、毎朝、職員室で唱える様、意識していたが、
時に忘れてしまうときがあった。

・ホール・職員室に掲示されているものを意識し、日々の行
動を取り組みました。

２ 年 間 の 教 育 計 画 に 従 ・教育計画、月案を意識しながら日々の保育に取り組む様に
い 、 実 践 ・ 反 省 ・ 新 ５ ４ ３ ２ １ した。又、おともだちの様子や進度を踏まえ、内容を臨機
た な 計 画 に 繋 げ ら れ 応変に変更する事もあったが、内容を詰めすぎてしまい、
たか。 活動が中途半端になってしまう事もあった。

・年間の指導計画を基に月案を作成し、月ごとに行うべき事
を明確にした。学年会にて進行状況を確認し、やり残しが
無いよう努めた。

・月案を頂いたら、その月の活動の取り組みや、ねらい等を
読み、お友だちの成長に繋がる様取り組んだ。

・年間計画を立ててはいたが、行事等で計画が遅れてしまう
こともあった。余裕を持って計画的に取り組みたい。

・学年の先生方と一緒に教育計画を立てて実践を試みてきた。
しかし、私自身の技術不足で、保育に遅れが生じてしまっ
たり、十分に行えなかったりした事があった。計画に見通
しを持ちながら取り組んでいきたい。
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・今年度は、学年主任として関わる事になり、同じ学年の先生
と一緒に取り組んできた。

・担任たちの思いを尊重するように心掛けたが、時折、担任
たちから焦りを感じる事があったので、その都度、話し合い、
どうしていきたいかを確認し、次の取り組みへ繋げるよう
にした。

・教育計画に従い、実践する。日々の保育を進めていく中で、
子どもや学年の様子等を踏まえて、内容を変えて行った。

・園バスルート作成、園バス運行、園内営繕、動物飼育等
について、年間の計画に従い行動しました。

３ 園 児 及 び 保 護 者 と の ・一人ひとりの課題を確認、相談しながら園児の指導にあた
信 頼 を 深 め 、 園 児 の ５ ４ ３ ２ １ った。声を掛けた家庭は、移行支援・就学相談に申し込ま
指 導 ・ 課 題 克 服 に 取 れ年中から伝え続けてきた結果が現れた。
り組めたか。 ・自身の力不足で、おともだちの気持ちをうまく汲み取れず、

保護者に不信感を抱かせてしまった事が大きな反省である。
・園児、保護者の声に耳を傾け、寄り添える様、心掛けた。
・保護者の方との面談や、日々の引き渡し時の情報共有等で、

家庭と園の様子をお互いに知る事が出来た様に感じる。『頻
度をもう少し上げていく事が出来た。』とも感じたので、
精進していきたい。

・学年主任として、学年の園児、保護者へ寄り添えるように
心掛けた。

・それぞれの家庭の「課題」に対して、一緒に考えていける
ように、沢山、話しをした。

・多くの園児から「幼稚園大好き。」、「幼稚園楽しい。」、「先
生、大好き。」の言葉がそのものだと感じている。

・園児に対しても、保護者に対しても耳の痛い事もその都度、
伝える様に心掛けた。こちらが真剣に向き合っているとい
う姿を見せる事で、園児、保護者にも理解して頂く事が出
来たと思う。

・担当学年だけでなく、可能な限り他学年の園児とも関わり
を持てる様に心掛け、園児の良いところを見つけた時には、
担任には勿論、保護者に伝える様に心掛けた。

・一人ひとりのお友だちへの声の掛け方を変えたり、やる気
を引き出せる様に声を掛けた。最初は『出来た』の実体験
を味合わせ、その後少しずつ、自分で出来る様にし、出来
たときは沢山褒め、『嬉しい』を感じて貰うようにした。
保護者の方とも、園の様子を伝え、どのように声を掛ける
か、どのようになって欲しいか、一緒に相談しながら進め
る事が出来た。
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・担任として、クラスの園児、保護者へ寄り添える様に心掛
けた。又、園児の良いところ、出来る様になった事が見ら
れた時には伝えるようにした。

・園バス運行時、園児の安全、保護者との挨拶を大事に行動
しました。

４ 園 内 の 衛 生 管 理 や 園 ・毎日の遊具の消毒、ドアや窓、水道の消毒など、感染症対
児 の 食 育 指 導 に 取 り ５ ４ ３ ２ １ 策を心がけた。又、ジアイーノやチェック表を活用し、消
組 み 、 成 果 が 見 ら れ 毒箇所の漏れがないように行った。おともだちにも椅子や
たか。 シールド（アクリル板）等、自分で消毒する習慣をつけさ

せる様にした。又、シールドは３学期に入り、数を減らす
様にした。

・偏食の児がおり、１年を通して少しずつ食べられる様にな
った児が増えていったが、頑なに食べようとしない児もお
り、指導の難しさを感じた。

・食育指導については、無理強いはせず、「一口食べてみよ
う。」など励ましの声掛けを行い、学年全体としても、食
べられる量が増えてきた。

・食べこぼしが多かったり、食べる時の姿勢が整わない時が
続いた場合は、食事の仕方の絵本を読み、言葉で伝えるだ
けでなく、絵本を通して伝える工夫をした。

・家庭からの希望もあったが、食育指導に関してもっと前向
きな関わりが出来たのではないかと感じた。しかし全体的
に『食べる』事への関心は高まってきていると思った。

・世の中としては、少しずつ、感染対策が緩くなる部分もあ
ったが、手洗い、クローラ水での消毒、使用物、使用教室
の消毒（ジアイーノ）は引き続き行っている。

・園長先生が多くの教室にエアドックを設置してくださった。
有効に使わせて頂いている。

・園児自身、感染防止対策を意識して取り組む姿が見られた。
・食事の際、アクリル板（シールド）を使用する事にも慣れ、

配膳等もスムーズになった。
・食事に関しては、進級当初に比べると食べる量が増えた。

偏食の児は、量として増えてはいないが、「食べてみる」
という気持ちが持てるようになってきた。

・食事中の黙食、手洗いうがいを徹底し、ハンカチで拭くよ
うに声を掛けた。ハンカチを忘れたお友だちには、ペーパ
ータオルを用意し、菌が付かないように徹底した。偏食の
お友だちが多く、嫌がるお友だちには無理をさせずに食事
を進めた。作った人がいるお話をしたり、「先生の好きな
食べ物」の話をしたり、『ピッカリンカード』を用意し、
『食べよう』の気持ちを引き出そうとした。３学期には、
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おかわり給食も足りずに追加でもらったり、食べ残しも減
った。

・教室の消毒や掃除を含め、日頃の整理整頓を心掛けました。
園児への手洗い、うがい、手指の消毒の声掛けを心掛け、
習慣化され、園児自ら行える様になっている。

・園内営繕、園庭水道場所・砂の排水清掃等、実施しました。

５ 安 全 ・ 安 心 の 園 内 を ・月に１度の安全点検を行い、園内・園外ともに異常がない
め ざ し 、 環 境 整 備 が ５ ４ ３ ２ １ かを定期的に確認・報告を行った。
出来ていたか。 ・教室にも怪我に繋がるものがないかをチェックしながら環

境配備を行った。
・園児自身が意識して園内設備を綺麗に保てるよう伝えるだ

けではなく、表示等を作り見本を示した。
・教室の中でも危険がないよう、園児が通りやすい様に導線

を考えて机や椅子を並べた。
・教室内で出来る限り床に物を置かない様にしたり、廊下か

らホールに物が落ちない様にマットを設置したり等、安全
を意識して取り組んできた。

・感染症防止の取り組みとして、細かな『消毒』を心掛けた。
・公共部分の清掃などは、作業員の方が行って下さる。それ

に甘んじず、日頃から、細かな部分の清掃、整理整頓等を
行っていかなくてはと感じるところもある。

・自分で出来る事は行う様に心掛けた。
・子どもが安全に遊べるスペースの確保、クラスの環境整備

が不十分にならないようにすること、又、万が一怪我をし
た場合はどう対処するか、状況を見て、その都度対応する
等を意識して行う。

・天然芝の整備等、園児が安全に行動ができるよう心掛け
手入れも行った。

６ 園 内 事 故 防 止 の 対 策 ・交通安全教室の実施、散歩を通して交通ルールやマナーを
や 交 通 安 全 へ の 指 導 ５ ４ ３ ２ １ 学べる様に保育を行った。
・ 対 策 に 取 り 組 み 、 ・ケガに繋がらない様、環境設定や、おともだちに対しても、
成果が見られたか。 具体的に危険行為について話をし、防止に努めた。

・降園時は、道路の角に立ち、安全に降園出来るよう、声を
掛けた。また、道路を広がって歩く家庭もあったが、端を
歩くよう伝えた。

・園外への散歩や遠足活動を経て、道路を歩く時のマナーに
ついて意識がよりついたと感じた。更に、一緒に歩くおと
もだちへの配慮についてもお互いに声を掛ける姿も見られ
た。
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・園児の怪我に繋がらない様に、物の置き方や教室の環境設
定に気を配った。

・マイナスの言葉で伝えるのではなく、一人ひとりが意識出
来るように「○○には気を付けよう。」という言葉で伝える
よう、心掛けた。

・散歩に出掛け、実践での「交通安全指導」の機会も持つこ
とが出来た。

・園バス内の取り残し事故防止チェックの徹底、交差点一時
停止の遵守、バス乗降での声掛けを行い交通安全に努め、
事故防止、園児のケガ無く運行できました。

７ 緊急時の災害（火災 ・日頃の避難訓練や、避難経路の確認を行った。又、自由時
・地震・不審者侵入） ５ ４ ３ ２ １ 間で、色々な場所で活動している時に、あえて避難訓練を
を 想 定 し た 訓 練 や 日 行い、どんな状況でも避難が出来る様な取り組みを行った。
頃 の 対 策 に 努 め 、 緊 ・４月には、職員で不審者対策の講習を行った。
急 災 害 に 十 分 備 え ら ・サバイバル体験を通して、緊急時の想定や、水や電気が止
れていたか。 まって時にはどうするか？をおともだちと考え、実践を行

った。
・年度初めや避難訓練前後では、防災頭巾の被り方や避難の

仕方の指導があったが、継続的に行えていなかったと感じる。
・緊急の際、職員室側の緊急ボタンが押せるように(緊急ボ

タンの前に物を置いては行けない)と消防署から指導を頂
いたので、なるべく開けるよう整理整頓に努めたが、すぐ
にものが増えてしまい、維持が難しかった。

・非常扉の前に物を置かないように、置いてあった場合片付
けるようにした。

・園全体の訓練は十分に行われていたが、週１回のクラスだ
と参加出来ない事が多いので、クラスでも個別に防災頭巾
を被る訓練などを行えば良かったと感じた。

・避難訓練の取り組みを通して、避難経路の確認や災害時の
対処方法等、より意識を持って取り組みを重ねる事が出来
たと感じた。

・園児自身も意識出来るように常に声掛けをしていた（例え
ば、クラスを担当している際、自身がトイレ等で教室を離
れる時には、もし、地震がきたらどうする？等、確認して
から教室を離れるようにしている）

・今年度は、全国的に頻繁に地震、大雨被害が多くあったの
で、その都度、状況を話し、どうしていけばよいのかを話
し合うように心掛けた。

・３／１１には、『東日本大震災』があった事を伝える。年
齢的にまだ理解出来ないかもしれないが、少しでも意識出
来ればと思う。
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・不審者侵入対策に関しては、「防犯訓練」に参加させて頂
き、学んだ事を基本に、日々意識している。

・園庭遊び時等は、車や人が通るのを気を付けて見る様に心が
けた。

・園長先生や先生方から頂いたお話を教室に帰ってから再度
お話をし、確認出来るようにした。

・日頃の避難訓練や避難経路の確認を行った。
・年間の災害訓練に参加、園児の安全誘導を理解し備えました。

８ 支援を要する園児へ ・環境設定や、やること等を掲示して目で情報が入る様にし
の 適 切 な 支 援 ・ 協 力 ５ ４ ３ ２ １ た。それでも難しい場合は、個別での声掛けや個別支援を
がなされていたか。 行った。

・教育相談や個別面談で課題や移行支援についての話を行っ
た。園児に対しては、支援を行っていき、その様子も保護
者に伝える事で、移行支援や就学相談に繋がった。

・個別の支援計画を制作し、支援を要する児の現状・課題を
明確化し、今後の支援にも繋げていった。

・家庭と情報を共有したり、先生方に相談したりして支援を
進めてこられたと感じる。しかし私の実力不足だと感じる
事もあり、もっとより良い支援や関わりの時間を持てたの
ではないかと感じた。

・支援保育コーディネーターとして、研修に参加させて頂き、
学んだ事を発信し、共有出来るように心掛けた。

・担任、学年主任・副主任とどの様にしていくか、情報を共
有し、指導してきた。

・保護者から相談、申し出があった場合は、即対応する事を
心掛けた。

・指示をする場合には、言葉だけでなく、ジェスチャーや、
絵を使い伝わりやすいようにしたり、落ち着いてからお友
だちから話を聞き納得するまで話したり、どうすれば良か
ったのかを話すようにした。
教育相談では、現時点での課題部分と、出来ているところ
をより伸ばしていきたいと伝え、ご家庭でも共有出来る様
にした。ご家庭の様子を聞き、連携も図る。また、支援機
関とも連携を図り、子どもの様子、どのように対応してい
く事が有効かを専門の先生にアドバイスをもらい、実践に
移すように心掛けた。

・支援を要する園児には、その子に合った支援方法を経験の
ある先生方よりご指導を頂き、その子に合った関わり方や
保育が出来る様に意識した。
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９ 各 自 が 、 校 務 分 担 を ５ ４ ３ ２ １ ・始めに、校務分担を確認し、担当箇所は仕事を進められる
認 識 し 、 園 運 営 の 向 様に行うとともに、同じ担当の職員には、声を掛ける様にした。
上に努めたか。 ・自ら積極的に行動する職員、声を掛けられなければ動けな

い職員、と行動力に大きな差を感じた。
・声を掛けられてから動く事が多くなってしまった。
・自分の担当は把握していたつもりだが、こまかい部分で確

認不足があった。今後は、同じ担当の先生と連携を取ってい
きたい。

・時計の確認や砂場の表示等、適度に確認出来たと感じる。
任せっきりにならず、もっと自発的に行動していきたい。

・校務分担では他の先生方が動いて下さることが多かった
為、今後は自ら動けるよう、何をするのか理解をし行動し
ていきたいと思います。

・学期ごとや行事ごとに、担当箇所の確認・報告を同じ担当
者と声を掛け合い行う様にしました。

・校務分担を認識し、園バス運行、園内営繕、動物飼育等、
園運営向上に努めました。

10 各自のスキルアップ ・スキルアップ研修やマネジメント研修、ICT（おうちえん）
に 向 け て 、 積 極 的 に ５ ４ ３ ２ １ の研修等、積極的に様々な研修に参加する事が出来た。
研 修 ・ 研 鑽 に 努 め た ・研修を受けた時だけ学びを深めるのではなく、研修の資料
か。 等を振り返り、日頃の保育に活かせるよう努めた。

・今年は１５時間分のマネジメント分野の研修も受けさせて
頂き、より学びに繋がったと感じる。『新人では無い』事
をより自覚しつつ、精進していきたい。

・研修に参加させて頂いたり、研修に参加された先生方の資
料を読ませて頂いたりして、学んだ事を日々の取り組みに
活かすよう心掛けた。

・新聞や本なども読むようにしている。
・研修に参加し考えを深める事が出来た。研修で学んだ事を

保育の中に活かして行くように意識した。
・園バス運行管理者講習会の研修をしていただきました。

しかし、積極的な行動ではなかったので、次回からの行動
を改善します。

11 本園の教育活動を知 ・バス登園の家庭や休みが続いた家庭には、電話連絡を入れ、
ら せ る Ｈ Ｐ の 更 新 や ５ ４ ３ ２ １ 様子を伺ったり、幼稚園での様子をお伝えした。
園 だ よ り 、 電 話 連 絡 ・保護者への伝え方という所で、伝え方を考えなければ、「出
等 を 積 極 的 に 行 い 、 来て当たり前である。」と思われてしまう事を痛感した。
保 護 者 と の 連 携 が で 担任だけで無く、園長先生をはじめ、諸先生方の思いやお
きたか。 力を借りている事ももっと保護者に伝えていく必要があっ

たと感じる。
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・日々のブログは、殆ど、欠かさずにアップを行った。
・先生方と協力しながら、定期的にホームページブログの更

新や、未就園児家庭へのお知らせ作成を行う事が出来た。
もっと発信したいと感じた内容について、自分で気付き、
当番に限らず行っていけたらと感じた。

・クラスの様子を知らせる HP の写真館は、担当学年、依頼
クラスの内容を確認し、更新した。

・保護者の方から、「HP の写真館、ありがとうございます。
様子がよくわかります。」と、お声を頂いた。

・担当学年で、どうしても直接話をしたい時は、担任に断りを
してから連絡を取るようにチーム保育の良さを活かした。

・お友だちの様子や、どのようにどの職員が関わったか、ま
た、その結果どう成長したかを伝える様に心掛けた。バス
のご家庭や、休んだご家庭、幼稚園の様子をこまめに伝え
る様にし、お迎えで話せなかったことは電話でゆっくり詳
しく話せるように「後ほどお時間頂きたいです。」という
ことを伝え話するお時間を作って頂く様にした。沢山の先
生にお力添えを頂いていることをその都度伝える様に心掛
けました。

・クラス便りやブログで、園での取り組み、日頃の様子、担
任の想い等を発信できる様、意識してきた。

12 保護者との連携を図 ・教育相談の際には、移行支援や現在の課題について状況を
る 為 の 連 絡 ・ 交 流 ・ ５ ４ ３ ２ １ 話し、共有・相談する事が出来た。
相 談 等 に 努 め て い た ・お迎えの児は、事前に話す事をメモにまとめ、様子を伝え
か。 る様にした。又、お迎えの時間だけでは話しにくい内容に

ついては、後ほど、電話を掛けるようにした。
・ブログや「 ICT 教育」、「おうちえん」の動画配信等、実際

に見て頂けているかを確認し、お子様と一緒に楽しんで頂
けるように、声を掛ける様にした。

・保護者の方により分かりやすく、丁寧に様々な事をお伝え
する事が出来る様、沢山の先生方にご指導を頂き、お力添
えを頂いて伝える事が出来た。

・引き渡し時や電話連絡、個別に面談をする等、園児の家庭
と園での過ごし方を共有する事が出来たと感じる。『相談』
に関して、担任からもっと積極的に行えたらと感じた。

・「教育相談」という場だけでなく、日々のお迎えや電話連
絡で話しをするよう心掛けた。

・保護者から担任へ相談があった時など、学年職員で一緒に
考え、時には、直接、担当職員として話をすることもあった。

・日々のお迎えや電話連絡で話すよう心掛けたが、電話に出
ない家庭とのやりとりが十分に出来なかったことがあった。
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13 園情報を地域の方に ・ LINE の運営を行い、園庭開放、未就園児親子教室、説明
伝 え 、 本 園 の 広 報 や ５ ４ ３ ２ １ 会等、周知が出来る様にした。行われる前日もしくは２日
理解を得られたか。 前には、必ず通知出来る様にした。また、担当同士でアイ

ディアを出し合い、未就園児家庭に子育て支援出来るよう
に努めた。在園児の様子を動画や写真等に撮影し、LINE で
在園児の成長や良いところ（自慢）も出来るともっと良かった
のではないかと思う。

・LINE での発信を始められた事は、大きな事だと思う。LINE
担当の先生に負担がいってしまっている事は申し訳ない。

・勤務の帰り、もしくは出勤前にポスティングを行い、周知
が出来る様に心掛けた。

・CM の作成を担当で行い、現在、審査中。
・駐輪場や南門にある掲示版に期間外の掲示がないよう努め

た。また、「星が丘幼稚園の良いところ」をアンケートし、
集計結果を掲示した。

・ただ、掲示するだけではなく、見やすく掲示するなど、より、
観て頂けるよう工夫していきたい。

・ホームページ担当としては、保護者協力で同意書を頂き、
顔出しが可能となり、園での様子が以前より伝えやすくな
った。４名の担当で分担しながら、様子を伝えるブログを
継続してきたが、ホームページ以外での広報には、十分に
力を注ぐことが出来ませんでした。

・お散歩に出掛けた際や、幼稚園の近くですれ違った方には
元気良くご挨拶をする事を園児と一緒に心掛けた。より地域
に愛される幼稚園を目指したい。

・自分発信で、広報活動を進める事は出来なかった。
・前半はポスティングの協力をして頂いていたが、後半は、

なかなか機会を設ける事が出来なかった。
・近隣スーパーにポスター掲示をお願いし、OK を頂けたところが

あった。今後も掲示をお願いできる場所を探していきたい
（園庭開放で初来園の方が「ポスターを見て」という方が
多いとのこと）。しかし、なかなか園児募集に繋がってい
ないのが現状。

・チーム別に取り組む際、自分からは発信できていない。同
じ担当者から相談を受け、アイディアを出したり、作成し
たりするといった動きになってしまっている。自分発信で
動けるようにしていきたい。

・幼稚園の近くを通ったお友だちに「あそびにきてね。」と
声を掛けたり、遊びに来て下さった方には子どもだけでな
く、保護者の方とも話すように心がけた。
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・園のホームページの担当として、その月に行われる、行事、
イベント、説明会等についてのお知らせ等を載せれるよう
に努める。

・以前、自身の子どもが所属していた子育てサークルに園庭
開放やベビーマッサージのちらしを配布した。

・園バスに園児募集や説明会のポスターを掲示し、都度更新
しました。


